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光村の中学校「美術」教科書は，
梅原龍三郎らによる
『造形』（右）から始まった。

平成24年度版中学校「美術」教科書。
全巻に共通するテーマは，
「『うつくしい！』をさがしにいこう」。

『私の中の自由な美術』（上野行一著）。
子どもの感じたこと・考えたことを
引き出す「対話による鑑賞」の
有効性に着目し，長年，学校教育への
普及に取り組んできた著者が，
「見る」とは何かを問いかける。

光 村 図 書 の 美 術
村図書が初めて中学校の美術

教科書『造形』を発行したの
は，1952（昭和 27）年でした。

　この巻頭言で始まる『造形』は，

梅原龍三郎，岡鹿之助，今泉篤男と

いった著名な画家，評論家を著者に

迎え，戦後の美術教育界に斬新で自

由な風を送り込みました。

　

　以来，光村図書は，長く美術教育

に関わり続けてきました。今，私た

ちが目ざすのは「美術を教える」で

はなく，美術の力によって生徒たち

の資質や能力を最大限に伸ばすため

の「美術による教育」です。

　表現の幅広い活動を通して，美術

の創造活動の喜びを味わってもらい

たい。楽しく深い鑑賞を通して，豊

かな感性と，美術を愛好する心情を

育てていきたい。このような意識を

もち，美術科の学習をサポートする

ために，私たちは教科書編集に取り

組んでいます。

光

ひろく造形のあらわれに目を向け，

その美しさを感じとること，自分の

力でそれを作り出すこと，その効果

によってわれわれの生活および社会

の生活を豊かに高めることを学ぼう。



べますが，それ以外で写真を見るこ

とはほとんどありません。写実性は

求めていないんです。例えばクマは，

実際は獰
どう

猛
もう

な動物ですが，僕たちは

キャラクター化されたクマやテディ

ベアなどのかわいらしいイメージを

もっています。そういうイメージと

実際のクマ，すべてが入り混じった

ものが，その動物の「らしさ」だと

思うんです。僕はそのリアリティを

大事にしています。
̶̶今，ネコを彫っていますが，制

作の過程を教えてもらえますか。

三沢　丸太を製材して直方体をつく

り，そこに筆でおおまかな形を描き

入れます。そして，チェーンソーで

輪郭を削った後，ノミで細かい部分

を彫っていきます。作業を進めてい

くと，不思議なことに，木が「こう

彫ってくれ」とメッセージを発して

くるんです。最初は自分が主導権を

もって制作をしているのですが，途

中でそれが入れ替わるような感覚に

なりますね。それは，「木のかたま
りが彫刻になる瞬間」な

のだろうと思います。
——木に導かれるように，

彫り進めていくんですね。

三沢　ええ。それはとて

も気持ちよい作業です。

でも，その気持ちよさに

まかせて手を動かしてい

けば，いい作品になるか

というと決してそうではない。動き

が感じられない，勢いのない作品に

なってしまうことが多いんです。だ

から僕は，気持ちよく手が動いてい

るときにこそ，なるべく客観的に作

品を見るようにしています。そして，

大きくガッと削ってみたり，色を真っ

白に塗り直してみたりします。そう

やって，勢いをつけながら作品を仕

上げていくんです。

　ジャズのライブで，即興で演奏す

ることがあるじゃないですか。ああ

いうライブ感を彫刻に引き込みたい

なあと，いつも思っています。
̶̶三沢さんは音楽がとても好きだ

とか。今かかっている曲も，心地よ

いメロディです。

三沢　これはアメリカのミュージシャ

ン，ライ・クーダーの曲です。僕は

制作中に，ロックやジャズなど，ジャ

ンルを問わずいろんな曲をかけます。

このアトリエでは，木を彫るだけで

なく，こうやって好きな音楽を聴い

たり，ギターを弾いたり，バイクを

磨いたりします。仕事場というより，

「遊びの場」という感じですね。ご
覧のとおり，ここは狭いし，かなり

散らかっていますが（笑），自分の

気持ちを最大限，自由に動かせる場

所なんです。

ア ト リ エ

訪 　 　 問

どことなく愛嬌のある動物たちを生み出す，彫刻家・三沢厚彦。
ゾウなどの大きな作品は，製材所の一角で制作するが，
思索にふけったり，小さな作品を制作したりするのは，
自宅の階下にある，このアトリエだ。

　カッ，カンッ，カンッ……。

　木を打ちつける甲高い音が聞こえ

る。その音色に導かれるように，そっ

と戸を開けると，クスノキの香りが，

ふんわりと鼻孔をくすぐった。「散

らかっていますが，どうぞ」。ノミ

を手にした三沢さんがにこやかに迎

えてくれた。

——壁にドローイングがたくさん

貼ってあるんですね。

三沢　彫刻の下絵としてドローイン

グをよく描きます。しかし，下絵と

いっても，設計図のような緻密なも

のではありません。そのへんにある

紙切れに，動物の印象をさらさらっ

と描いていって，いいラインが出た

ら彫りに入る。多いときには何十枚

と描きます。自分にとってドローイ

ングとは，動物の「らしさ」を，咀
そ

嚼
しゃく

していくような作業なんです。
——制作の際に，動物の写真を見

ないそうですね。

三沢　動物の大きさや色は図鑑で調

彫刻家

第 １ 回

三沢厚彦

1961年京都府生まれ。
東京藝術大学大学院修了。

2000年より動物をモチーフとした「ANIMALS」
シリーズを制作。2001年に平櫛田中賞，
2005年にタカシマヤ美術賞を受賞。

2012年夏には，香美市立美術館（高知県），
秋には,西村画廊（東京都）で

個展を行う。

みさわ・あつひこ

撮影 永野雅子

100本以上のノミと彫刻刀を使い分けて制作する。

ダンボールの切れはし，封筒の裏面など，
さまざまな紙にドローイングを描く。

1



特 集

対話による
鑑賞の授業
鑑賞の授業では，個々の見方や感じ方を大切にして，
生徒の中に新しい価値をつくりださせることが大事です。
そのためには，対話によって生徒それぞれの多様な見方や感じ方を交流させ，
全員で作品について思いをめぐらせることが有効です。
本特集では，「対話による鑑賞」を長年続けてこられた山崎正明先生の
授業実践を通して，対話によって生徒たちの作品への見方や感じ方が
どのように変わっていくのか，ご紹介したいと思います。
撮影 松岡芳英

「雷神の手が不自然に見える」という発言を受けて，
雷神のポーズをまねる山崎先生と生徒。身体化すると，視覚ではわからなかったことに気づく。2 3



は教科書を手にする。

　「さて，風神・雷神を鑑賞しても

らう前に，みんなに紹介したい文章

があります。教科書の最初のページ

を見てください」。先生は，教科書

（「美術１」）p.3に掲載されている

「感じたことを話し合おう」の文章

をゆっくり読み上げた。

　　　　　　　　

　美術作品には，作者の思いや考え

が込められている。でも，それだけ

が全てではない。

　見る人がさまざまな意味を付け加

えて，作品は完成する。

　まず，この絵をしっかりと見よう。

これは何だろう。何をしているとこ

ろだろう。

　絵から聞こえてくる声や音，その

ざわめきにも耳を傾けてみよう。

　さあ，何が見えてきただろう。あ

なた自身が自分の目で見て感じたこ

とや考えたこと，それを大切にして，

みんなで作品について話し合ってみ

よう。

　「これが，今日の授業のテーマで

す。では，教科書 21 ～ 24ページ

を開いてください。美しく印刷され

た『風神雷神図屏風』が見られます

よ。このページでじっくりと作品を

見ていきましょう」。

＊

＊

　「おおっ！」

　美術室に入ってくる生徒たちが，

驚きの声を上げる。「すごい！」「こ

れ，なんだっけ？」「ええと，風神？」。

　彼らの視線の先にあるのは，「風

神雷神図屏風」。山崎先生がカラー

コピーの用紙を貼り合わせてつくっ

た原寸大のものだ。始まりのチャイ

ムが鳴っても，生徒たちの目はその

大きな屏風に釘付け。

　「今日は，この『風神雷神図屏風』

を，みんなに見てもらいます。これ

はね，実際のものと同じ大きさなん

です。ふつう屏風は，こんな高い場

所でなく，畳の上に置いて見ること

が多いんだけど……」と話し，先生

先生 「なるほど。いい付け足しだね」

生徒５「雷神の方は，ただ下に動い

ているのではなくて，左右に揺れな

がら下に動いていると思う」

先生（屏風の前で上から下へ手を動

かしながら）「こうやって，左右に振

れながら上から下へ降りてきている。

なるほど。おもしろいね」

　生徒たちは，単に感想を述べるだ

けでなく，「風神は風だから横に向

かっている」「雷神の髪の毛が上に

なびいているから下に向かってい

る」と，そう見える理由や意味につ

いても話し始めた。

　そしてその後，「雷神の目線は下

で，風神の目線は横に向いている」，

「二人のまわりの黒いもやもやした

ものは，雷神の方はカミナリの雲，

風神の方は風に見える」，「二人が

『ワーッ』，『ギャーッ』と叫び声を

上げているように見える」……など，

さまざまな興味深い発言が続いた。

　そのつど先生は「なるほど」「お

もしろい！」「すごいな」と，発言

を褒める。生徒たちは，どんどん挙

手をし，発表していく。教室は，徐々

に熱気に包まれていった。

　そして，授業開始から 15 分ほど

経ったとき，一人の女子生徒がぼ

そっとつぶやいた。

生徒６「楽しんでいるみたい」

　

　それまでは，二人の服装や動きな

ど，作品の「部分」についての発言

が多かったが，初めて「作品全体の

印象」についての感想が出された。

存在感のある大きな屏風

さまざまな意見が飛び交う

「この部分がさ…」。教科書を見ながら
自分の見方を交流する生徒たち。

●作品に関心をもち，自分の考えを
　説明しようとしている。
●他者の考えを聞き，理解しようとしている。
●さまざまな視点から，作品を見ようとしている。
●他者の考え方の多様性を認め，
　自分の見方や考えを深めようとしている。
※評価は，関心・意欲・態度，ワークシートの内容で行う。

5分

教科書ｐ.３の
「感じたことを話し合おう」

を読み，本時の
ねらいを知る。

40分

「風神雷神図屏風」を
鑑賞する。

5分

感じたことを
ワークシートに
まとめる。

授業の展開
（全1時間）
生徒の活動

評価規準

授 業 リ ポ ー ト

みんなで
風神雷神図屏風を
鑑賞しよう！
北海道千歳市立

 北斗中学校

山崎正明先生

1年3組
（生徒数33名）

対話による
 鑑賞の授業

特

集

「部分」から「全体」へ

　生徒たちは，教科書の観音開きの

ページをめくって，俵屋
や

宗
そう

達
たつ

の「風

神雷神図屏風」を広げ，じっと見つ

める。教室は水を打ったように静ま

り返った。それから１分ほどが過ぎ

たころだろうか。

　「さあ，何が見えたでしょう。み

んなの感想を聞かせてください。正

解はないからね。気づいたことをど

んどん発表してください」。

　少し間があった後，一人の生徒が

手を挙げた。その後，堰
せき

を切ったよ

うに，次々と感想が発表される。

生徒１「二人の服装が似ていると思

いました」

先生「服装が似ている。どんなとこ

ろが似ているのかな」

生徒１「黒いひもみたいなのが」

先生「ああ，たしかに，ここに黒い

ひもみたいなものがあるね」

生徒２「二人とも，足に輪っかがつ

いている」

先生「うん，足に輪っかがあるね。

他には？」

　

　山崎先生は，生徒たちの発言を繰

り返して確認しながら，感想を自由

に挙げさせていく。

生徒３「雷神はカミナリだから，上

から下に向かっていて，風神は，風だ

から横に走っているように見える」

先生「雷神は下へ，風神は横へ向

かっているんだね。それに関連して

どうですか」

生徒４「付け足しです。雷神の方は，

下に動いているのを表すために，

髪の毛が上になびいている。風神

は横に動いているので，髪が横に

なびいている」

たわら
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い合っているんだろう」

生徒14「下にいる人たちを何回困

らせたとか」

生徒15「『今日はオレが雨を降らせ

る』『いや，今日はオレが風を吹かせ

る』みたいな競い合いだと思う」

　「近い関係」という，前に出され

た他の生徒の言葉を受けて，だから

こそ「競い合っている」と発言する

生徒。そして，そこから，生徒たち

は「競い合い」の内容について，想

像をふくらませていく。

　

　そして，授業が始まって 30 分ほ

どが経ったとき，作品の主題に迫る

ような発言が出された。

生徒16「風神と雷神が競い合って

いるとしたら，下の天候はすごく悪

くなっていると思う」

　そもそも「風神・雷神」は，昔の

人々が，強い雨風や雷などの自然現

象に対し「こんなに天気が悪いのは，

空の上で神様が何かしているのでは

ないか」と考え，その畏怖の念から

生まれた想像上

の神様である。

生徒の「天候が

すごく悪い」と

いう発言は，ま

さに作品の主題

に迫っていると

いってよいだろ

う。生徒たちは，

作品から感じた

そうしていくこ

とで，絵の見方が

どんどん広がっ

ていきましたね。

絵を見るって，す

ごくおもしろい

ことなんだと改

めて思いました

よ。今日は本当

にありがとう」。

ことを言語化し，また，他の人の感

じ方を知ることで，作品の見方が深

まり，自然と主題に迫ることができ

ていた。

　その後も，生徒たちは，さまざま

な視点から意見を出していく。「風

神も雷神も，胸やお腹の筋肉がたる

んでいる。メタボなんじゃないか」

といった発言も飛び出し，教室は笑

いに包まれた。そして，あっという

間に授業は残り５分となる。

　「では，今日の授業で感じたこと

を書いてください」と，先生はワー

クシートを配布。生徒たちは，真剣

な表情で黙々と鉛筆を走らせ，授業

の感想を記入していく。

　そして，最後に山崎先生は，生徒

たちにこう語りかけた。

　「今日は，みんなでこの作品を鑑賞

して，さまざまな見方があるんだっ

て思いました。誰かの感想に付け足

したり，違う見方を発表したり，な

ぜそう見えたのか根拠を示したり。

ここから，授業の流れがゆるやかに

変わっていく。

先生「これまでとは違う意見だ。お 

もしろいね。どうしてそう思ったの

かな」

生徒６「だって，風神が笑っている

ように見える」

先生「ああ，風神が笑っている。

さっき『ギャーって叫んでいる』って

言った人がいたけど，どんな感じで

笑っているんだろう」

生徒６「えへへ……って感じです」

先生「雷神の方はどうだろう」

生徒６「そっちも笑っている。だって，

口角が上がっているから」

先生「観察が細かいね。口角が上

がっていて笑っている。楽しんでい

るように見える。違う見方をした人は

いますか。付け足しでもいいですよ」

　先生は，作品の印象について，他

の生徒たちにも意見を求めた。しか

し，「腕の筋肉に力が入っている」「雷

神の手が不自然に見える」「角の本

数が違う」など，やはり部分につい

ての感想に戻っていく。

　そして，先生は一通り発言を聞い

た後，次のように投げかけた。

　「ところで，ちょっと話を戻しましょ

う。みんな，いろいろな感想を出し

てくれましたね。服装や色，動きの

こと。そして，叫び声を上げている，

楽しんでいると言った人もいました。

『雷神は下を見ている』と，絵の外

側のことまで考えている人もいまし

た。おもしろいですね。どうですか，

他の見方をした人はいますか」。

　生徒の発言を整理し，作品全体や

作品の外側にも目を向けるよう，ゆ

るやかに促した。

　すると，一人の生徒が手を挙げて，

「楽しんでいる」という意見につい

て，自分の見方を話し始めた。

生徒７「楽しんでいるんだけど，い

たずらをしているようにも見えます」

先生「いたずらをしている。例え

ば？」

生徒７「きっと人を困らせているの

だと思う」

先生「人を困らせているように見え

る。どうしてそういうふうに見える

んだろう」

生徒８「いじわるそうな顔をしてる」

先生「なるほどね，いじわるそうな

感じがする。人を困らせているって，

この絵の外側ではどんなことが起

きているんだろう。そして，二人は

どういう関係なんでしょうか」

　今度は，作品の外側の世界，風神

と雷神の関係について疑問を投げか

けた。

　すると，教科書をじっと見つめて

いた男子生徒が顔を上げた。

生徒９「二人はズボンの色が同じだ

から，兄弟とか近い関係なのかも

しれない」

　先生は，その発言から風神と雷神

の関係について掘り下げていく。

先生「さあ，兄弟説が出ました。二

人は仲がいいのかな。どうでしょ

うか」

生徒10「ライバルだと思います」

先生「どうして，そう見えるんだろう」

生徒10「風神は雷神に向かって今

にも襲いかかりそうな感じがする」

先生「なるほど。さっき，風神の目

線が雷神に向いているって言った

人がいましたね」

生徒11「風神は雷神を挑発してい

るんじゃないかな」

先生「挑発？」

生徒12「風神は挑発していて，雷

神はそれを無視している」

　二人の関係について，さまざまな

意見が出されていく。そこで，先生

は「仲が悪く見えるという人はいま

すか？」と投げかけ，さらに揺さぶ

りをかけた。

生徒13「二人は近い関係だから，

毎日競い合っているんじゃないか」

先生「毎日競い合っている。何を競

先生お手製の屏風は，
各 154.5×169.8m の原寸大。
授業は，この屏風と，細部まで
美しく印刷された教科書のページの
両方を見ながら行われた。

「楽しんでいるみたい」と，
作品の印象を話すHさん。

生徒たちは，次 と々
自分の見方を発表していく。

対話による
 鑑賞の授業

特

集

風神と雷神の関係

作品の主題に迫る
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 今日の授業では，ふだん発言しな

い子も，自分の意見をどんどん出し

ていました。また，発表しなかった

子も，その表情から授業に積極的に

参加しているのがわかって，うれし

かったですね。子どもたちの視点が

おもしろくて，私自身もすごく楽し

めた授業でした。

　授業の反省点としては，「下の天

候はすごく悪くなっていると思う」

という，作品の主題にふれるような

発言が出た後に，もう少し突っ込ん

で，他の子どもたちの意見を聞いて

もよかったなということ。「風神・

雷神」が生まれた背景や，当時の人々

の思いについてもっと考えさせれば，

より作品の核心に迫ることができた

のではと思います。次の授業で，そ

ういう話を子どもたちにしたいです

ね。あわせて，ワークシートの感想

も紹介したいと思います。

　授業の冒頭では，教科書の文章を

紹介しました。「見る人がさまざま

な意味を付け加えて，作品は完成す

る」，本当にいい言葉ですよね。こ

れからも，折にふれて，この言葉を

子どもたちに紹介し，対話による鑑

賞の授業を行っていきたいと思いま

す。（談）

山崎正明 やまざき・まさあき
1957 年北海道生まれ。千歳市立北斗中学
校教諭。北海道教育大学札幌校卒業。自身
のブログ「美術と自然と教育と」http://
yumemasa.exblog.jp や，「 中 学 校 美 術 」
http://jhsart.net/で，美術教育についての
さまざまな話題を提供し続けている。「美術
による学び研究会」のweb事務局も務める。

のではと思います。次の授業で，そ

参加しているのがわかって，うれし

かったですね。子どもたちの視点が

おもしろくて，私自身もすごく楽し

　

　対話による意味生成的な美術鑑賞

の授業では，生徒の言語力の育成を

図ることができます。しかし言語力

の育成のために対話による鑑賞の授

業を美術の時間に行うとしたら，本

末転倒です。

　山崎先生の授業を受けた生徒の発

言や事後の感想からは，多くの生徒

が対話すなわち言語による意見交流

を通して，自分の見方を深めたり広

げたりした様子が読み取れます。

　特に「自分一人で見るよりもみん

なで見たらいろいろな見方がある。

一人が何かに気づくと，話がふくれ

ていき，だんだんストーリーになっ

ていったのがすごいなと思いまし

た」という感想は，対話による意味

生成的な美術鑑賞の本質を突いてい

ます。「話がふくれていき，だんだ

んストーリーになっていった」とい

う授業展開は意味生成の過程そのも

のです。この意味生成が言語を介し

てなされることに注目するという立

場が，対話による鑑賞と言語力の関

連を考える上でまず大切なのです。

　学級集団による意味生成は同時に

個々の生徒の見方や感じ方の変容を

伴います。

　風神と雷神を太陽と月に譬
たと

え，

「争っているのでは？」と対照的に

見ていたSさんですが，クラスメイト

の「助けているようにも見える」と

いう発言を聞いて共感します。感想

では「改めて発表を聞くことは見方

が広がっていいな」と述べています

が，意味生成と言語力の関連を問う

とすれば，このような「聞くことが

見方を広げる」という観点は欠かす

ことができません。「他の人の発表

を聞いていると，そういう考えもあ

るんだとか，確かにそう見えるとか

思って，いろいろなことが想像でき

る」というのは，聞くことが思考を

促している表れであり，そこに言語

力の発揮をみることができるのです。

　対話による鑑賞の授業では，積極

的に発言する生徒に焦点が当たりが

ちですが，発言の回数や内容だけで

言語力をとらえるのは短絡的です。

冒頭の一文は生徒の感想ですが，こ

の感想を書いたMさんは授業では

発言していません。しかしMさん

は「見れば見るほど印象が変わって

いった」ほど真剣に鑑賞し，考えを

まとめて「雷神が仕事をしていて風

神が遊びに来た感じ」と書くことが

できました。

　一方，発表しなかった生徒の中に

は，「考えがうまくまとまらない」

という理由がありました。Mさん

との違いはどこにあるのか。それは

内言の働きの違いにあります。感じ

たことや考えたことをまとめるには，

内言を用いて自分自身に語りかける

ことがまず大切であり，Mさんは

みんなの意見を聞きながら自分の内

面で自分の見方を言語化していたの

です。このような点にも配慮し，評価

することが大切だと言えるでしょう。

授
業
を
参
観
し
て

「
対
話
に
よ
る
美
術
鑑
賞
」の
普
及
に
長
年
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

上
野
行
一先
生
に
、今
回
の
山
崎
先
生
の
授
業
を
参
観
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

授
業
の
様
子
や
生
徒
た
ち
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
見
な
が
ら
、

「
対
話
に
よ
る
鑑
賞
」で
子
ど
も
た
ち
に
ど
ん
な
力
が
身
に
つ
く
の
か
、

「
言
語
力
」と
い
う
観
点
か
ら
う
か
が
い
ま
し
た
。

生徒たちが書いた
ワークシートの中から，
一部をご紹介します。

生徒の
ワークシート
より

上野行一
うえの・こういち
1952 年大阪府生まれ。帝京科学大学教授。
大阪教育大学大学院修了。広告デザイナー，
公立学校教諭，高知大学教育学部教授を経て
2010年より現職。2008年より発足させた「美
術による学び研究会」主宰者として，全国で
活動の輪を広げている。著書に『まなざしの
共有』（監修・淡交社），『私の中の自由な美術』
（光村図書）など。

授業を終えて
 ──私もすごく楽しかった

見れば見るほど
印象が変わって
いった

対話による
 鑑賞の授業

特

集

ほぼ全員の生徒が
「他の人の意見が聞けて
よかった，楽しかった」と
書いている。
友達の見方を知ることで，
自分自身の見方が
深まったこともわかる。
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対話による
 鑑賞の授業

特

集

ゲルニカを描くピカソの写真とともに，
谷川俊太郎の詩「生きる」を掲載。生徒たちに平和を希求する
思いが育まれるよう願いました。

思春期の生徒が自己を肯定し，
未来の夢に向かって挑戦しようとする
前向きな姿勢が培われることを願い，
アンジェラ・アキの「手紙〜拝啓十五の君へ〜」の
歌詞を掲載しました。

『美術２・３上』p.18〜23 
　「ゲルニカ，明日への願い」

ページを広げると，幅80cm。迫力の画面で，
「ゲルニカ」を丁寧に細部まで鑑賞することができます。

『美術２・３下』p.16〜21　
「自画像，今を生きるあなたへ」

ゴッホ，ピカソ，東山魁夷，松本竣介らの若かりしころの
自画像とともに，生徒作品が並びます。

撮影 岩出 巧

教 科 書 紹 介

新版教科書には，「特別展示室」というコーナーがあります。
観音開きで作品を大きく掲載し，細部まで鑑賞できるページです。この大きな紙面を見ながら，
自分の感じ方や見方を話し合うことで，より豊かな鑑賞の授業を行うことができるでしょう。

『美術１』では，「風神雷神図屏風」，『美術２・３上』では，「ゲルニカ」，
『美術２・３下』では，「自画像」を取り上げました。

ようこそ、特別展示室へ

アーサー・ビナードによる詩が，
作品をより引き立てます。

『美術1』p.20〜25　
「風神雷神，自然と人と」

屏風の折り目と
ページの折り目とを重ね，
ページの開閉で，二曲一双の屏風の構造を
理解できるようにしました。
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　画家・松本竣介の三十三回忌にあ

たる 1980 年，私はご家族から

『TATEMONO』と題された小さ

なスケッチ集をいただきました。生

前，彼はこのような小さなノートを

持って，くたくたになるまで街を歩

き，ペンを走らせていたそうです。

　彼が描く線は，とても身体的で躍

動感があり，観る者の心をとらえま

す。しかし，決して感情的な線では

ない。無駄がなく，「意思」を込め

た線です。それは，竣介の性格もあ

ると思いますが，彼が聴覚を失って

いたことと，どこかで関係があるの

かもしれません。

　しかし，なぜ竣介は，これほどま

でに街へ出て，スケッチをしたので

しょうか。彼には，電車や自動車の

音が聞こえない。ある意味これは，

都会の喧
けん

騒
そう

の中を，孤独な散歩者の

ように通り抜ける竣介を想像させま

す。日常でも複雑なコミュニケーシ

ョンには筆談を欠かすことができな

かったと言われています。そんな竣

介ですから，普通の雑談を細かく理

解するのは無理だったでしょう。雑

談のようなあいまいな空気がわから

ない竣介は，そこに自分の限界があ

ると，感じていたのだと思います。

だからこそ，雑踏に身を置き，街を

描いたのではないでしょうか。

　竣介の代表作の一つに，1942 年

に完成した「立てる像」があります。

このころ，日本は太平洋戦争の真っ

ただ中で，この作品は戦争への「抵

抗」を表していると評されることが

多いようです。しかし，私はそうは

思いません。

　20代のころ，勤めていた神奈川

県立近代美術館で「立てる像」と向

き合ったとき，私は，何とも言えな

いすがすがしさを覚えました。一人

の画家が真実を伝えようと，すっく

と立ち上がる姿が見えたのです。光

り輝く生命の尊さ，そのようなこと

も感じました。竣介は，戦争という

大きな矛盾に「抵抗している」ので

なく，「向き合っている」のだと，

そのとき強く思いました。

　いま改めて，この絵を観てみると，

少し照れくさく感じますし，「そん
なに頑張るなよ」と声をかけたくな

るのですが，若いころは，この絵に

魅了されました。「立てる像」は，

若者を惹きつけてやまない，永遠の

青年像だと思います。

　36歳で早世した竣介を，親友で

ある彫刻家・舟
ふな

越
こし

保
やす

武
たけ

は「水晶のよ

うな男だった」と述べています。私

も竣介の作品からは，不思議と透明

感のある，すがすがしい空気を感じ

ます。

　意思を込めた線と，すがすがしさ。

それが彼の魅力ではないでしょうか。

（談）

意思を込めた「線」

永遠の青年像

このコーナーでは，
毎回一人の作家を取り上げ，
美術評論家の酒井忠康先生に，

お話をうかがいます。

第 １ 回

松
本
竣
介

1912-4
8

世田谷美術館館長，美術評論家。
1941年北海道生まれ。慶應義塾大学卒業。
神奈川県立近代美術館館長を経て現職。
平成24年度版光村図書中学校『美術』代表著者。

さかい・ただやす
酒井 忠康

作
家
の

肖
像

まつもと・しゅんすけ
本名は佐藤俊介。1912 年東京
都生まれ。２歳のときに岩手県
花巻に移り，のちに盛岡で過
ごす。13歳のときに，流行性
脳脊髄膜炎が原因で聴力を失
う。17歳のときに画家を志し
て上京。23歳で二科展に初入
選する。その翌年，松本禎子と
結婚。1943 年，友人の麻生三
郎・靉光らと新人画会を結成。
1947 年，自由美術家協会に参
加。1948年，36歳で死去。

上／「立てる像」
キャンヴァス 油彩 162×130cm 1942年
神奈川県立近代美術館蔵

右下／『TATEMONO』
竣介が外出時に持ち歩いていたスケッチ帳を復元し制作。
三十三回忌にあたり，故人の近しい人々へ贈られた。

左下／「街」
板 油彩 131×163cm 1938年 大川美術館蔵

2012年は，竣介が生誕して100周年。
全国各地で回顧展が行われます。

「松本竣介 生誕100周年回顧展」
2012年４月中旬より

岩手県立美術館（盛岡市）で開催。その後は，
神奈川県立近代美術館（三浦郡葉山町），

宮城県美術館（仙台市），
島根県立美術館（松江市），

世田谷美術館（東京都）と巡回予定。

12 13



　東京都中野区にある児童館，「Ｕ

18 プラザ上高田」。入り口を開ける

と目に飛び込んでくるのは，カラフ

ルな花や森や動物たちが描かれた壁

だ。階段，２階の乳幼児用ルームの

中にまで広がる世界は，まるでおと

ぎの国のよう。思わず近寄って見て

しまうほどのみごとな壁画だ。

　中心となって制作に当たったのは，

中野区立第五中学校美術部。女子

18 名，男子 1 名の計 19 名から成り，

顧問の花里裕子先生，神棒砂知子先

生とともに，毎年，運動会の入場門

制作や，地域の商店街アーケードを

使った展覧会への出品といった活動

を行っている。部の方針は，「絵を

描くことを楽しみながら上達を目ざ

す」こと。

　活動の拠点となる美術室は，美術

部以外の生徒でも，何かを作りにふ

らりと立ち寄る場所となっている。

美術に親しむ雰囲気が，学校全体に

感じられる。もう一つ，同校につい

て興味深いのは，地域と深く結び付

いた中学校であるということ。地域

には，学校から届く学校通信を楽し

みに読む人も多いと聞く。

　壁画制作の発端は，学校通信に

載った美術の授業の作品。それを目

にした当時の児童館館長が，改装の

検討中だった２階の壁画制作を，同

校美術部に依頼しようと思い立った。

伏のある緑多い広大な

公園に並ぶ数々の作品。

「野外造形展」という

性質上，主に展示されるのは焼き物，

金属や木などを材料とした作品とな

るが，これだけの立体作品が並ぶ光

景は圧巻だ。

　あちらこちらで，家族連れのほほ

えましいシーンも見かける。数ある

中から自分の作品を見つけて走り寄

る子ども，作品との記念写真を撮る

保護者，「○○ちゃん，上手だね」と，

何人かで作品を取り囲む子どもたち。

　選抜された作品でなく，岡崎市内

の全小中学校の全作品が展示され

るのも，この造形展の大きな特徴だ

10 月下旬の週末に開催される。こ

の規模の「野外造形展」を 49 回も

継続させてきた原動力は，市内の図

工・美術の先生方の美術教育への情

熱と，一生懸命制作に取り組む子ど

もたちへの限りなく優しいまなざし

であり，保護者たちの温かい理解が

あったからであろう。

　第 22 回展以降，現在の「おかざ

き世界子ども美術博物館」へと会場

を移し，今や多くの市民に秋の行事

として親しまれている。

ろう。

　第１回 の「造形お

かざきっ子展」が開催

されたのは 1964 年

で，同じ市内の籠
かご

田
た

公

園が会場だった。当初

は予算も思うようにつ

かず，先生方が制作し

た絵皿などを販売して

資金をつくったという

逸話も残っている。今

年 も， 第 49 回 展 が

　当時，美術部員の多くに，自分の

世界の中だけで楽しむという姿勢が

見られた。「美術が好きな子たちの

居場所となる部であればいい。でも，

創作をするなら，ひとりよがりでな

い世界を意識してもらいたい。多く

の人と関わる機会は，できるだけ捉

えていきたいと思った」。そう語る

のは，花里先生。校内での検討の結

果，依頼を引き受けることに。

　2010 年８月，美術部員に，地域

の人たちや卒業生たちの力も加わり

総勢 170 名によって，階段から２

階の全壁面を彩る壁画が完成した。

　花里先生は，壁画制作中のある出

来事を振り返る。「小さな子どもの

姿を目にしたとき，生徒から，『こ

んなに目線が低い子たちが使うんだ。

もっと低いところにたくさん絵を描

いてあげよう』という声が上がった

んです。『みんなが見る絵』という

ものを，肌で感じた瞬間だったんだ

と思います」と。橋爪敦校長は，「自

分たちの生活の場に，後に残る形で

作品を展示できるというのは，生徒

にとって大きな経験だったはず」と

語る。生徒たちには，たしかに学び

取るものがあったようだ。

　「先生，またいつか壁画を描くと

きには，呼んでくださいね」と言っ

て，卒業を控えた３年生は花里先生

と笑い合った。

美術部へようこそ！ 野外造形展は楽しい
特色ある活動を行っている美術部を取り上げ，その活動内容，部の魅力などについてご紹介するコーナーです。
今回，登場するのは，地域と関わる活動が目を引く，東京都中野区立第五中学校美術部。
２年前に取り組んだ，地域の児童館内リニューアルのための壁画制作のことを中心にお伝えします。 愛知県では，豊橋・豊田など

多くの地区で野外造形展がさかんに行われています。
岡崎市の「造形おかざきっ子展」もその一つ。
平地や林，森の中など地形を生かした造形展に

毎年たくさんの人々が訪れます。

第 １ 回

東京都中野区立第五中学校

造形おかざきっ子展

起

左／商店街アーケードを使った展覧会「空中ギャラリー」
に出品する作品の制作に取り組む。
右／壁画制作の様子。緊張し，なかなか描き出せなかった
部員もいたという。

広々とした会場に並ぶ作品。多くの家族連れが訪れる。
（2011年10月）

美術に親しみ，
地域とつながる

「みんなが見る」という気づき

第五中学校の PTA や地域サポーターによるブログ。
日ごろの部活動の様子を知ることができる。
http://club.blogzine.jp/nakano5th_clublog/

※「Nakano5th Clublog」

http://www.oklab.ed.jp/koten/
※「造形おかざきっ子展」ホームページ制作の中心となった３年生。壁画制作を経験し，

 「自分に自信がついて，『成長した』と思った」と語る。
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　一枚の絵を前に，こころ静かに立

ち尽くす。少しずつ，日常の雑音が

消えてゆく──わたしの毎日のなか

にある小さな悩みや心配なこと，遠

くのサイレンの音に，人々の話し声，

流れてくるエンドレスな情報──そ

のあとに残るのは，絵のなかに流れ

る静けさだ。静けさによく耳を澄ま

せば，心地よく襟元をかすめる風の

音が聴こえてくる。風は辺りの草を

揺らし，さわさわとくすぐったいよ

うな，小さなさざ波を草原に広めて

ゆく。太陽は肌を温め，時の止まっ

てしまったような午後を，諦めたよ

うにそっと見守る。

　「クリスティーナの世界」

　たった一枚の絵に，永遠と想える

時間と空間が含まれている。わたし

はいまある身のまわりを消し去って，

そのなかに入り込みたい衝動にから

れる。それはきっと一枚の絵であっ

て一枚の絵ではなく「窓」なのだと

想う。その窓の向こうには，いまわ

たしがいる世界とは違う時間が流れ

ている。いまわたしがここで生きて

いるように，絵のなかの世界も静か

に生きているのだ。

　足の不自由な女性はか弱く，実に

力強い。おそらくそこに悲壮感はな

く，彼女は自分の底からみなぎる力

を感じている。わたしにはそう想え

る。彼女が見る先の家は，足が不自

由な彼女にとって遠く感じているの

だろうか。こころを整えて，彼女が

感じているものを感じ取るべく集中

してみる。彼女と一緒に，さらさら

の木綿のような風や，草原の音に耳

を澄ませてみる。

　彼女は自由を感じているのではな

いだろうか。彼女はこの瞬間，足が

不自由ないつもの自分ではなく，自

由気ままにそよぐ風であり，生を香

らせる草であり，どこまでも続く蒼
あお

い空なのではなかろうか。疑う余地

もなく，彼女は抜けるような空や大

きな景色や気ままな風の一部であり，

その一体化した繋
つな

がりから溢
あふ

れんば

かりの生命力が溢れてくる。その瞬

間はこの一枚の絵のなかで永遠とな

る。そして窓をのぞく私たちに，言

葉では語り尽くせないほどの力強さ
を分け与えてくれるのだ。

窓の向こう側

エッセイスト・作家。
1971年米国サンフランシスコ生まれ。
父は，指揮者の小澤征爾。
上智大学比較文化学部卒業後，メトロポリタン
歌劇場演出家・デイヴィッド・ニース氏の助手として
オペラ演出を学ぶ。著書に
『おわらない夏』（集英社），『蒼いみち』（講談社），
『しずかの朝』（新潮社）など多数。

小澤征良
おざわ・せいら

第 １ 回

アンドリュー・ワイエス
パネル，テンペラ

81.9×121.3cm 1948年
ニューヨーク近代美術館蔵（アメリカ）

クリスティーナの世界
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